









 - 147 - 
 





























































 - 149 - 
 













3. アンケート調査 A（実習生は何を学んだか） 
2011 年秋の実習終了時にアンケート調査 A を実施し、実習前後における自己評価を
10 段階で行ってもらった。また、各項目について、具体的にどのような学びを得たと感じ
ているのかを自由記述式で問うた。 
3.1 アンケート調査 A の目的・対象/時期・方法 
〔目的〕実習期間における実習生の学びの実感の度合いを項目別に数値評価しても
らい、実習生が何をどの程度学んだと感じているかを明らかにする。 
〔対象/時期〕2011 年度と 2012 年度に実習を行った学生に質問紙調査を行ない、6
名から回答を得た。 
〔方法〕巻末に示すアンケートの 19 の項目について、実習前、実習後に分けて 10
段階で自己評価するとともに、各項目について「何をどう学んだか」を自由記述で
コメントを記入してもらった。 
3.2 アンケート調査 A の結果 
まず、アンケート調査 A による、6 人の自己評価の平均値を実習前、実習後で比較
したものを表 1 に示す。  
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表 1 教育実習における実習生の学びの自己評価 
 
 



























り調査 A を行った。 
 
4. 聞き取り調査 A（実習生はどうように学んだか） 
4.1 聞き取り調査 A の目的・対象/時期・方法 
〔目的〕アンケート調査 A の自己評価の結果に基づき、指導教官からの学びの他に、
実習にどのように取り組み、どんな学びが得られたかを明らかにする。 
〔対象/時期〕2011 年度と 2012 年度の実習生のうち、アンケート調査 A に回答し
た実習生 6 人に、その他の 6 名を加え、計 12 名。 
〔方法〕一人当たり 30 分から 1 時間の枠組みで、各項目についてさらに詳しいコ
メントを求めた。 




























































があるからと言う理由で多くの学生が参加していた。（実習生 A、B が企画） 
4.3 聞き取り調査 A の考察 






































































6. アンケート調査 B（実習生からの要望・提案） 














 1 週目に、担当の先生のクラスを毎日 3 時間見せてもらったので、学生の個性
も知ることができ、そこからの学びも大きかったと思う。 
〔教壇実習について〕 
 教壇実習の機会を 1 回だけでなくもっと与えて欲しかった。60 分を通してで
はなくても、授業の一部を何回か担当させてもらいたいと思った。 











































































































































の教育実習での公欠は教壇実習のための 1 日を除き認められていない。 
(2) 実習生がサインアップ制で学習者の求めに応じて学習のサポートをするシステム。主に
午後の 2 時間が充てられ、実習生が交代で担当する。  






 - 161 - 
 
参考文献 
池田弘子（2007）『日本語教師教育の方法: 生涯発達を支えるデザイン』 鳳書房 
橫溝紳一郎 (2000) 『日本語教師のためのアクション・リサーチ』凡人社. 
Cranton, P. (1992) Professional Development as Transformative Learning. New 
Perspectives for Teachers of Adults. The Jossey-Bass Higher and Adult Education Series. 
Jossey-Bass Publishers, Inc. 
 
  
 - 162 - 
 
〔質問項目〕 
Ⅰ.授業準備について 
1. 教案作成：活動内容や構成、時間配分を考えた教案作成ができますか。 
2. 補助教材の選択：授業活動に合わせた的確な補助教材の選択ができますか。 
Ⅱ.授業について 
1. 時間配分：授業の時間配分がうまくできますか。 
2. 導入：学習者の印象に残る、効果的な文法導入ができますか。 
3. 説明：学習者が理解しやすい文法説明ができますか。 
4. Cueの出し方：授業目標に沿った発話を促す指示の出し方ができますか。 
5. 指名の仕方：指名の仕方についての知識を持ち、それを実践で生かせますか。 
6. 学習者のコントロール：学習者が授業の進行を妨げる行動をとった場合、授
業が円滑に進められるような対応ができますか。 
7. 訂正の仕方：学習者の誤用に対して適切な訂正の仕方の知識を持ち、その実
践ができますか。 
8. フィードバックの仕方：学習者の発話の正誤に対し、効果的な学習に繋がる
ような適切なフィードバックができますか。 
9. 立ち位置：活動に応じて適切な立ち位置を選択することができますか。 
10. 発声の仕方：メリハリのある発声の仕方を心がけ、実践していますか。 
11. 授業中の学習者とのコミュニケーション：教師の一方的な質問に終始せず、
教師と学習者が相互にコミュニケーションを図れる授業運びができますか。 
Ⅲ. 授業外の活動について 
1. クラス外での学習者とのコミュニケーション：授業外でも学習者と積極的に
話しかけ、コミュニケーションを図ることができますか。 
2. 他の実習生とのコミュニケーション：授業に関して互いに情報を交換し、自
身の学びを深めることが大切だと思いますか。 
3. 担当教員とのコミュニケーション：担当教員に積極的にアドバイスを求めた
り、質問したりすることが大切だと思いますか。 
 
 
